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２０２４年度（令和６年度）学校評価自己評価表  
 

 

 

Ⅰ 福山市 
 

 

 Ⅱ 中学校区 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
Ⅲ 自 校 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

自分を大切に 人を大切に ふるさとを大切に しなかに，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもの育成  

「チャレンジ！ 藤江っ子」 

～未来に向かって アップデート～ 

福山市立精華中学校区 校番 35 福山市立藤江小学校 
   

 最終更新日 ２０２５年（令和７年）２月１日 

 
ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・興味をもったことを探究したり，思い

を実現させようと主体的に行動したり

する姿が増えている。 

・自分の考えを持ち，積極的に話したり

書いたりするなど，自己表現力の育成

に引く続き取り組む。 

・人間関係の固定化やレジリエンスにや

やかけるところもある。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理

観”) 

主体的に学ぶ力 思考力・判断力・表現力 自己形成力 

め
ざ
す
子
ど
も
像 

1～４年 

日常生活会をよりよくするため

に，様々な情報の中から必要な

情報を活かし，解決している。 

自分の考えを，相手意識を持って，

話したり書いたりして表現してい

る。 

思いやりの心を持ち，目標を達成す

るために，協力し合い，粘り強く努

力している。 

５・６年 

日常生活や地域社会をよりよく

するために，様々な情報の中か

ら課題に応じた情報を選択し，

根拠をもって解決している。 

既習事項を活用し，教科・領域及び

生活を関連付けながら，自分の考え

や意見を工夫して表現している。 

誰に対しても思いやりの心を持ち，

より高い目標を達成するために，相

手の立場や考えを尊重しながら，粘

り強く取り組み，やり抜いている。 
   

研究 

テーマ 主体的に学び続ける子どもの育成～自己の学びを自覚し他者との学び合いを通して～ 

内容等 

①授業づくりの視点 

 ～「分かった！やってみよう！！」があふれる授業づくり～ 

②指導方法の工夫（教材研究の充実） 

 ～学びをつなぐ，学びでつながる，多様な学びの場の工夫～ 

③個に応じた指導の充実 

 ～「一人一人の学びを大切に！どの子もみんなに意欲・自信を！」～ 

めざす授業の姿 

〇「何を」「どのように」学ぶのかを児童と共有し，１時間の学びで児童につけたい力

を明確にした授業 

〇生活や経験，他の教科・領域と関連付けながら，児童自らが課題を見つけ，主体的 

に考え，相手に応じて効果的な方法を選択しながら表現する授業 

〇単元の終わりのふり返り（自己評価）を通して，児童が学びの変容を実感し自己肯 

定感を高めることのできる授業 

〇関わり合う場の相互評価を通して，友達のよさや自分の成長を実感し，さらなる目

標を設定して取り組む意欲を高めることができる授業 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・児童生徒は，人のため・学校のため・地

域のためにできることはないかと考え

活動を工夫している。 

・小中 9 年の縦のつながりやかかわりを

大切にした取組を継続していく。 

・子どもたちが主体性を発揮できるよう

に教職員は PDCA サイクルの視点を

もってマネジメントしてほしい。 

 

ミッション 

○笑顔で挨拶ができる子ども 〇地域に誇りを持つ子ども 

○自分の将来の夢に向かい粘り強く取り組める子ども 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理

観”) 

【知識・技能】【思考力・判断力・表現力】【主体的に学ぶ力】【自己形成力】 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

・確かな学力を身につけ，自ら進路を切り拓く子ども 

・自己肯定感が高く，社会に貢献できる子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

・「主体的な学び」の授業づくりに取組み，学力の向上を図る。 

・「自己表現」「あいさつ」に取組み，自己肯定感の向上を図る。 

・「自分で選び・決める活動」に取組み，自己形成力の向上を図る。 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

 主体的な委員会活動を通して，児童に自分たちで学校をよりよくしようと

する気持ちが高まりつつある。自分の思いを表現することはできるようにな

ったが，相手のことを考え伝わるように表現するところまでは十分でない。 

＜授業＞ 

 児童と単元のゴールを共有し，１時間の学びで児童に付けたい力を明確に

した授業を意識して行うようになった。教科の本質に迫る教材研究を行うこ

とで，「何を」「どのように」学ぶのかを明確にすることや児童一人一人の学

びを大切にすることなどを共有することはできたが，課題は残る。ICT の効

果的な活用による授業には一定の成果があった。 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価 福山市立藤江小学校 

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価（１０月１日） 最終評価（２月末） 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

３ 「主体的な学

び」の授業づ

くりを進め

て，学ぶ意欲
と学力を向
上させる。     

★ 継

続 

主体的,・協働的

な学びを大切に

した授業づくり

で学力を向上さ

せる。 

・児童が既習事項

や他者の考え，

資料を関連付

けながら思考

し，表現する場

を工夫した授

業を行う。 

・学期末テストの

目標点を上回

る児童７０％

以上。 

・学び合いを通し

て，自分の考え

を深めたり広

げたりするこ

とができたと

答える児童

８０％以上 

・全体で教材に

ついて研究す

る会を設け、

各教科等の見

方・考え方を

明確にしなが

ら授業構想を

立てた。 

・学期末テスト

の目標点数を

上回った児童

国語６７％・

算数６６％ 

・学び合いを通

して，自分の

考えを深めた

り広げたりす

ることができ

たと答える児

童９３％ 

３ ３ ・情報や、情報

と情報の関連

性などを分類

整理する方法

を学ぶ場を仕

組み、学び方

を身に付けさ

せる。 

・学びタイムで

説明する問題

や文章問題等

に取組み、授

業だけでなく

思考・表現の

場をつくる。 

・児童自らが学

びに向かうよ

うに予習や復

習を意図的に

仕組む。 

・目的にそって

情報を選び図

で整理するな

どの方法を学

び、自ら進ん

で解く児童が

増えた。 

・単元テストの目

標点を上回る児

童 

国語 70.5% 

算数 ５９％ 

・学び合いを通

して、自分の

考えを深めた

り広げたりす

ることができ

たと答える児

童９４％ 

 

３ ３ ３ ・問題を解くた

めに必要な情

報を整理する

ために、分か

る情報を読み

取り、書き込

むこと、既習

事項とつなげ

て考えること

が で き る よ

う、教材研究

の際の視点と

する。 

・様々な文章問

題を学びタイ

ムだけでなく

家庭学習でも

取り組む。 

・苦手な学習に

も自分から取

り組むよう、

目的意識をも

たせる。 

 継

続 

読書活動に積極

的に取り組む児

童を育成する。 

・学校図書館利用

の活性化を図

り，日常的に利

用する。 

・学校図書館の一

人あたりの利

用回数を昨年

度以上にする。 

（昨年度：３２

回） 

・目標読書数を超 

える児童８０％

以上。 

・教職員が学校

図書館につい

て 研 修 し た

り、夏季休業

中に開館した

りするなど、

児童にとって

身近な学びの

場となるよう

工夫した。 

・一人あたり 

４６回利用。 

・目標読書数の

３ ４ ・さらに委員会

によるイベン

トや読み聞か

せ、図書館で

の授業などを

通して、身近

な学びの場を

として活用す

る。 

・担任外による

読み聞かせや

中学校区での

読書交流等行

・中学校区での

読書交流や、

教師・ボラン

ティア・図書

館補助員によ

る読み聞かせ

を行い、読書

に対する興味

付 け を 行 っ

た。 

・一人あたり 

６４回利用。 

・目標読書数を

４ ４ ４ ・目標ページを

決め、計画的

に様々な分野

の本を読むこ

とができるよ

うにする。 

・引き続き授業

で図書館を利

用し、本から

の情報を活用

した取組を行

う。 
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５０％を超え

ている児童 

７１％ 

い、読書する

環境を整え

る。 

達成見込みの

児童８３％ 

 

３ 教職員の資

質・能力の向

上を図る。 

★ 新

規 

「認知のしくみ」

から学習方法を

見直し，一人一人

の学びを促す教

師の役割につい

て研鑽に努める。 

・情報交換会を定

期的に開催す

る。 

・主体的に他の教

師の授業を参

観し対話する

ことで互いに

学び合う。 

・「挑戦している」

「教科が面白  

い」とする教員

８０％以上 

・月１回以上自分

以外の授業を

参観し対話す

る教員９０％

以上 

・月１回情報交

換会をもち、

ノートや各学

級で取り組ん

でいることを

交流し互いに

学び合うこと

ができた。 

・月に１回程度

互いの授業を

見合い交流し

ながら、互い

に高め合うこ

とができた。 

・「挑戦してい

る」とする教

員 57.1％

「教科が面白

い」とする教

員 100%。 

・月１回以上自

分以外の授業

を参観し対話

する教員 

１００％。 

３ ３ ・情報交換会で

は、取組経過

を交流した

り、部内や学

年部等で相談

したりするな

ど、更なる対

話の機会を増

やし、挑戦

（チャレン

ジ）を後押し

する風土をつ

くる。 

・互いの授業を

見合う際に

は、一人一人

のペースに応

じた学びが展

開されていた

か、思考・表

現の場が習得

活用になって

いたかの視点

をもち交流す

る。 

・情報交換会で

は、「結果分

析取組シー

ト」を基にし

た取組の交流

を行ったり、

互いの授業を

見合ったりし

て、学び合う

風土が生まれ

た。 

・「挑戦してい

る」とする教

員 81.8％

「教科が面白

い」とする教

員 100 %。 

・月１回以上自

分以外の授業

を参観し対話

する教員 

100％。 

３ ４ ３ ・今後も計画的

な学びの場を

設定してい

く。 

・児童一人ひと

りの学びを促

す教師とし

て、教材研究

を十分行うこ

とや、保護

者、地域、保

幼中とのつな

がりを大切に

していく。 

 新

規 

学校における働

き方改革の取組

を推進する。 

・各自が業務改善

に取り組み，学

期に１回交流

する。 

 

・「子どもが自ら

学ぶ」授業づく

りにあてる時

間がある教員

80％以上 

・働き方改革に

ついて現状分

析・今後の取

組について協

議した。 

・「子どもが自

ら学ぶ」授業

づくりにあて

る時間がある

教員 57.1％ 

 

３ ２ ・業務の進捗状

況を自己管理

することがで

きるよう、各

自が見通しを

もち、スケジ

ュール管理が

できるよう工

夫する。 

 

・取組の振り返

りを行い、互

いのスケジュ

ール管理の仕

方を交流する

ことで参考に

することがで

きた。 

・「子どもが自

ら学ぶ」授業

づくりにあて

る時間がある

教員 72.7％ 

  

３ ３ ３ ・行事予定を把

握し、いつま

でになにをす

るとよいのか

見通しをもっ

て業務に当た

ることができ

るよう引き続

きスケジュー

ル管理の工夫

をしていく。 
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３ 児童の自己肯

定感を高め

る。 

★ 継

続 

生活習慣を確立

し，自分から進ん

で行動する児童

を育成する。 

・学級，全校での

活動を児童が主

体となって企画

運営する。 

・最後までやり遂

げられて嬉し

かったと答え

る児童 85％以

上。 

・児童が主体と

なって企画運

営 す る 活 動

は、各学級が

１回以上、児

童会・委員会

も１回以上行

うことができ

た。 

・最後までやり

遂げられてう

れしかった児

童 96.1％。 

４ ４ ・担当者として、

児童がより主

体をもって企

画運営できる

よう内容の充

実に努める。 

・引き続き全教

職 員 で 評 価

し、価値づけ

ていく。 

・児童が主体と

なって企画運

営 す る 活 動

は、各学級が

1 回以上、児

童会・委員会

も 1 回以上行

うことができ

た。学校行事

も児童が主体

となって進め

られるよう、

教職員で事前

指導について

確認し、行う

こ と が で き

た。 

・最後までやり

とげられてう

れしかった児

童 98.7％ 

４ ４ ４ ・学校行事の前

に、児童と教

師でどのよう

にしていきた

いか話す時間

を設ける。 

・引き続き学年

の実態に応じ

て、児童が主

体的に考え進

める活動の充

実に努める。 

 新

規 

健康維持，体力向

上に自ら進んで

取り組む児童を

育成する。 

・自己の健康体力

の課題改善に向

けて目標を決め

取り組ませる。 

・目標を達成した

児童８0％以

上。 

・スポーツテス

トの結果をう

けてやりきり

週間に体力の

項目を付け加

えて取り組ん

だ。 

・自己の健康体

力の課題改善

に向けて取り

組み目標を達

成した児童の

割合 85.7％。 

 

３ ３ ・休憩時間や家

庭などにおい

て、継続的に

体力向上に努

めるよう価値

付けを行う。 

・健康維持のた

め自らの生活

を振り返り、

睡眠時間やメ

ディアとの付

き合い方など

を、見直せる

ようにやりき

り週間の項目

に加えて取り

組む。 

・休憩時間など

に、児童会、体

つくり委員会

を中心に体力

向上イベント

を行った。や

り切り週間で

は、課題改善

に向けた運動

を継続して行

った。 

・２学期からや

り切り週間に

睡眠時間とメ

ディアの項目

を加え、生活

改 善 を 図 っ

た。1 週間の

うち 4 日以上

達成した割合  

睡眠時間 63％

メディア 77％ 

３ ２ ３ ・引き続きやり

切り週間に体

力向上、睡眠、

メディアの項

目を設け、継

続して生活改

善 に 取 り 組

む。 

・保健や学活な

どで、睡眠時

間 等 健 康 維

持、体力向上

の大切さを伝

えていくとと

もに家庭とも

連携する。 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価    

 

 
[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問題が

生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生じた

際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，問題

が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題が生

じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が生じ

た際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 目標を大幅に達成し，十分な成果をあげた。 

４ 目標を概ね達成し，望ましい成果をあげた。 

３ 目標をある程度達成し，一定の成果をあげた。 

２ 目標を下回り，成果よりも課題が多かった。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められなかっ
た。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
１００％以上の達
成度 

十分に目標を達成できた。 

４ 
８０％以上１００％
未満の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未
満の達成度 

ある程度目標を達成できた。 

２ 
４０％以上６０％未

満の達成度 
あまり目標を達成できなかった。 

１ 
４０％未満の達成
度 

目標を達成できなかった。 

 


